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お得な年間パスポート 

定例庭園ガイドツアー

は土曜・日曜・祝日の 

11 時・14 時、英語

ガイドツアーは土曜日

10 時 30 分より。 
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ＨＰ「公園へ行こう！」 

 

第１５４号 

小石川後楽園で春探し 

 

９庭園インスタグラム 

●小石川後楽園用● 

一般:1,200 円 

６５歳以上:６００円 

●都立９庭園用 

一般:4,000 円 

65 歳以上:2,000 円 

Ｘ（旧 Twitter）@korakuenGarden 

 

梅花の季節のお願いごと 

 2 月３日(土)～３月３日(日)の『梅香る庭園へ』の

期間中、お客さまの安全を確保するため、園内全域で

写生、スケッチ、一脚・三脚、自撮り棒などの撮影補

助機材を使用する撮影、および、庭園観賞の支障とな

る様な撮影は御遠慮いただいております。ご理解とご

協力をお願いいたします。 

 

立春も過ぎ、これから園内では “フクジュソウ

(福寿草)”“サンシュユ(山茱萸)”、“マンサク(満

作)”など、陽光を感じさせてくれる黄色い花もご覧

いただけるようになります。 

 中咲き、遅咲き品種のウメも咲きだし、園内の梅

林は観賞を楽しむ「賞梅」のころを迎えています。

清らかな白や、可愛らしい桃色、鮮やかな紅色など

に黄色が加わると、早春らしさが一層濃くなり、景

色もまた違った表情を披露してくれます。 

 冬の風物詩として園内でお楽しみいただいていた

“雪吊り”や“菰(こも)巻き”は、冬ごもりをしてい

た虫が這い出す、といわれる啓蟄(けいちつ・今年は

３月５日)のころまでには取り外す予定です。 

 寒さと暖かさを繰り返しながら、春本番に向かう

時期、みなさまの心も軽くなり、素敵な春を迎える

ことができますように。 

“梅”にまつわることわざ 
 美しいウメの花をご覧いただける季節。そこで今

回は、梅にまつわるコトワザなどを探してみました。 

 花が美しいだけでなく、実も重宝されるウメは、昔

から私たちの暮らしと深い繋がりがあるようです。 

まずは、 

「梅は食うとも核(さね)食うな中に天神寝てござる」 

 ウメの花を愛し、飛梅伝説もある菅原道真は、天神

さまとして祀られ、ウメの種の中にある核は、天神さ

まに見立てられています。 

 ウメの実を生で食べると、腹痛や中毒を起こすおそ

れがあるため、天神さまの罰があたるから食べてはい

けませんよ、とやんわり注意を促すための言葉であっ

たようです。 

  

 お次は、 

「梅はその日の難のがれ」 

 今では梅干しの殺菌作用が、学問的にも認められて

いるそうですが、昔の人々は、その効果を体験上から

知っていたようです。旅をする時、その土地特有の病

気にかからないために“薬”として、梅干しを持ち歩

いていたのだとか。 

 そんなところから、朝、梅干しを食べると、その日

は災難をまぬがれるとの説があるそうです。 

 

そして、ウメの花が終盤を迎えるころには、「そろ

そろ、サクラはどうかな？」と、みなさまが、ソワソ

ワわくわく・・・ 

 ウメとサクラ、よく比べられますが、 

「梅と桜」 

 まさにそのものを言い表したこちらは、美しいモノ

や良いモノが並んでいるたとえ。 

 

「梅は香りに桜は花」 

 こちらは、優れているモノを表すそうです。 

 

「梅は百花の魁(さきがけ)」のことわざもあるとおり

年明けにまず咲き始め、春を知らせてくれるウメの花

この春も、どうぞご堪能ください。 

               (参考：なんでも梅学ＨＰ) 

 

 

お🌳に入りを見つけよう 

 春を待ちわびる今日このごろ。 

「ウメのほかにどんな花が咲いていますか？」 

時々、そんなお問合せをいただきます。確かにこの

時期、園内でご覧いただける花は少ないのです。 

 でも、この時期だからこそ、お楽しみいただきた

いことをご提案します。 

 当園内には、５００本近くの黄葉や紅葉する樹が

あり、秋の景色を彩ってくれます。秋に色が変わる

ということは、その後、葉を落とし、春が来るまで

枝だけになる落葉樹です。 

 現在、若葉のころにはまだ早く、園内では、ケヤ

キやイチョウ、イロハモミジなどの細い枝の先の先

まで観察することができます。 

 そこで、ご提案！ぜひ、園内でお気に入りの樹も

見つけてください。やがて、芽吹き、その葉が大き

く育ち、カワイイ花を咲かせたり、小さな実をつけ

るかもしれません。そんな樹の一年を観察していた

だくと、今よりさらに楽しい庭園散策をしていただ

けるハズです。 

 また、プリンちゃんとか、グレイ助手とか、ご自

分だけにわかる名前を付けていただくのも、より愛

着がわいて良いかもしれません。 

 窓口で、こんな風におっしゃってくださるお客さ

まがいます。「私のあの子に逢いに来たのよ。しば

らくぶりだから、どうしていたかしら？」“秘密の

あの子”きっと元気にしていましたよ。 

 四季のある日本。４回分の入園料でお買い求めい

ただける年間パスポートもご活用いただき、一期一

会の姿や景色を愛でていただけたらと願います。 

https://toukyotokouenkyoukai.sharepoint.com/:x:/s/PT261/EVpJfN1VfBFFlyhzqay5o88B0Pxl8FBzZ_VV-fT2W5pcGA

